
教科 科目名 学年 単位数 必修 選択 

英語 英語コミュニケーションⅠ １ ３ 必修 

 

到達目標 中学校での既習事項に加え、高校での学習事項をもとに、「聞くこと」、「話すこと（やり取り、

発表）」、「読むこと」、「書くこと」という４技能５領域の力をつけ、聞いたり読んだりしたこと

を基に情報や考えなどについて話したり書いたりする言語活動を行えるようにする。 

年間スケジュール 

期
間 

単元・項目名・実施内容など 受講に対してのアドバイスなど 備考 

１
学
期
中
間 

題材は、日常生活・学校生活、言語

と民族、国際協力や社会貢献、比較

文化、平和や地球環境、自 然科学や

科学技術、芸術、伝統文化、歴史、

人間としての生き方など多様な内容

の中から比較的容易で文章量が少な

いものを扱います。文章の内容や文

法などを理解し、自分の考えや自分

たちの文化を外に発信していける力

を培います。 

英語の４技能５領域を意識しながら

授業内の様々な活動に主体的に取り

組みましょう。 

 

１
学
期
期
末 

英語の４技能５領域を意識しながら

授業内の様々な活動に主体的に取り

組みましょう。 

 

２
学
期
中
間 

題材は、日常生活・学校生活、言語

と民族、国際協力や社会貢献、比較

文化、平和や地球環境、自 然科学や

科学技術、芸術、伝統文化、歴史、

人間としての生き方など多様な内容

の中から１学期と異なるものを扱い

ます。文章の内容や文法などを理解

し、自分の考えや自分たちの文化を

外に発信していける力を培います。 

英語の４技能５領域を意識しながら

授業内の様々な活動に主体的に取り

組みましょう。 

 

２
学
期
期
末 

英語の４技能５領域を意識しながら

授業内の様々な活動に主体的に取り

組みましょう。 

 

学
年
末 

英語の４技能５領域を意識しながら

授業内の様々な活動に主体的に取り

組みましょう。 

 

 

評価方法と 

評価のポイント 

知識・技能・・・主に定期考査 

思考・判断・表現・・・主に定期考査 

主体的に学習に取り組む態度・・・提出物、宿題、発表等 

 

教科からのアドバイス  

様々な活動に主体的に参加し、自ら英語を使っているという感覚を大切にしましょう。 

 


